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習志野市屋敷4-6-6 東部保健福祉センター内
TEL493-8011　FAX493-8040

URL:http://www.sjc.ne.jp/narashino/　E-mail:narashino@sjc.ne.jp

公益社団法人 習志野市シルバー人材センター

No.196

令和６年３月31日現在
会員数：808名

　　男性628名 女性178名
未回答 2名

シルバー人材センター女性交流会『夢の輪』は
何時も春のように楽しく明るく暖かくそしてさわやか

さいた さいた チューリップの花が 並んだ 並んだ 赤白黄色 どの花見てもきれいだな(^ ^)♪

第89回（令和６年２月） 製作者に負けないくらい美しい守りびなを作りました

第88回（令和６年１月） ミュージックケアで癒されました
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安全管理委員会の活動安全管理委員会の活動
～安全はすべてに優先する～

　

公
益
社
団
法
人
習
志
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
安
全
管
理
委
員
会
は「
安
全
管
理
委
員

会
設
置
規
則
」に
基
づ
き
、『
会
員
の
健
康
と
安

全
に
関
す
る
事
項
を
検
討
し
、
そ
の
対
策
を
推

進
す
る
』こ
と
を
目
的
に
、
委
員
長
を
は
じ
め
職

群
班（
公
共
、
企
業
、
剪
定
、
除
草
）よ
り
選
出
さ

れ
た
委
員
４
名
と
事
務
局
長
の
計
６
名
で
構
成

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

主
な
活
動
と
し
て
は
年
２
回
の
会
議
と
年
２

回
の
市
内
就
業
先
の
巡
回
指
導
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
近
年
の
傷
害
事
故
発
生
傾
向

を
見
ま
す
と
、
就
業
中
の
傷
害
事
故
で
は
転
倒

に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
お
り
、
就
業
途
上
で

は
、歩
行
中
の
転
倒
、自
転
車
や
バ
イ
ク
を
運
転

し
て
の
転
倒
・
激
突
事
故
な
ど
様
々
で
す
。

　

近
年
、
自
転
車
運
転
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着

用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
や
自
転
車
の
保

険
加
入
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
令
和

５
年
度
の
活
動
で
は「
自
転
車
」を
大
き
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
取
り
組
み
、巡
回
指
導
で
は
、交

通
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
安
全
意
識
の
高
揚
と
啓

発
を
よ
り
一
層
図
る
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
独
自

の
安
全
標
語
を
会
員
よ
り
募
り
、
選
ば
れ
た
作

品
を
令
和
６
年
度
の
安
全
標
語
と
し
て
掲
げ
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌
な
ど
を
通
じ
て
周
知

し
て
ま
い
り
ま
す
。

巡回指導（鷺沼霊堂へ訪問）巡回指導（剪定班へ訪問）

＜令和６年度安全標語＞

ヘルメット  あなたの命  守りますヘルメット  あなたの命  守ります
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令和６年度「事業計画」「収支予算」

私のシニアライフ
　何時もの散歩コースが市の工事（長期）の
関係で、変えざるを得なくなった。
自分にとって心身ともに欠かせない途中で
のティータイムには拘りがあり、新コースを
検討中である。
　最近、ある会員と雑談中、その方の「年

と

歳
し

の
事は考えないようにしている。気持ちが後
ろ向きになるから」と聞かされ、私は参考に
させていただいている。

　ウォーキングのほかに、
20年以上続いている中学時
代も同窓会幹事役と、遠慮
なしで遊べる仲間とは、月
１度、都内で麻雀を楽しん
でいる。
　可能であれば、後４、年続けられたらと
思う。
　いけない、また、年齢のことを考えてし
まった。

花咲地区　関　博夫

　
第
12
回
理
事
会（
令
和
６
年
３
月
27
日

開
催
）に
お
い
て
、
令
和
６
年
度「
事
業
計

画
」「
収
支
予
算
」が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
な

お
、詳
細
は
６
月
21
日（
金
）開
催
予
定
の
定

時
総
会
議
案
書
で
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

　
第
三
次
中
期
基
本
計
画（
令
和
６
年
度

～
10
年
度
）の
初
年
度
と
な
る
令
和
６
年

度
は
、
こ
の
基
本
計
画
に
掲
げ
た
課
題
解

決
や
、
目
標
達
成
に
向
け
各
種
施
策
を
計

画
い
た
し
ま
し
た
。

　
重
点
施
策
に
は
、「
会
員
の
拡
大
」「
事
業

の
拡
大
」に
加
え
、「
安
全
・
適
正
就
業
」「
組

織
運
営
」「
経
営
健
全
化
」「
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」の
６
項
目
を
掲
げ
ま
し
た
。
特
に

「
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
」は
、
秋
ご
ろ
の
施

行
が
予
定
さ
れ
る「
特
定
受
託
事
業
者
に

係
る
取
引
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
法
施
行
後
の
事

業
運
営
の
効
率
化
や
経
費
の
削
減
な
ど
、

「
組
織
運
営
」や「
経
営
健
全
化
」に
お
い
て

も
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
重
要
な
取
り

組
み
と
位
置
付
け
ま
し
た
。

【
収
支
予
算
】

　
令
和
６
年
度
収
支
予
算
は
、経
常
収
益
、

経
常
費
用
と
も
４
億
７
，５
７
４
万
４
千

円
の
収
支
均
衡
を
満
た
し
た
予
算
を
策
定

し
ま
し
た
。

①
経
常
収
益（
収
入
）

　
受
託
事
業
収
益
は
４
億
３
，９
８
５
万
１
千

円
、
労
働
者
派
遣
事
業
等
受
託
収
益
は

３
５
１
万
６
千
円
と
し
、
令
和
５
年
度
予

算
対
比
で
い
ず
れ
も
減
額
と
し
ま
し
た
。

受
託
事
業
で
は
、
公
共
部
門
で
は
増
収
を

見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
民
間
部
門
で
コ
ロ

ナ
禍
以
降
続
く
減
収
が
続
く
も
の
と
見
て

い
ま
す
。

②
経
常
費
用（
支
出
）

　
想
定
収
入
の
範
囲
内
の
支
出
に
収
ま
る

よ
う
、役
員
報
酬
、印
刷
製
本
費
、賃
借
料
、

保
険
料
、
委
託
費
な
ど
で
大
幅
に
予
算
を

削
減
し
ま
し
た
。
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入
会
説
明
会（
定
例 

月
３
回
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
令
和
6
年
５
月
17
日（
金
）

　
午
後
２
時
～

　
『
新
習
志
野
公
民
館
２
Ｆ
多
目
的
室
』

　
令
和
6
年
６
月
6
日（
木
）

　
午
後
２
時
～

　
『
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
北
館
１
階

　
集
会
室
2
』

　

就
業
相
談（
予
約
制
、会
員
限
定
）

　
毎
月
第
２・第
３
水
曜
日

　
午
後
１
時
～（
30
分
単
位
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

刃
物
研
ぎ
作
業

　
毎
月
５
日
、12
日
、20
日

　
午
前
９
時
～

　
袖
ケ
浦
作
業
所

　
毎
月
第
４
木
曜
日　
午
前
９
時
～

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室

   

令
和
6
年
6
月
21
日（
金
）

　
午
前
10
時
～

　
『
プ
ラ
ッ
ツ
習
志
野
市
民
ホ
ー
ル
』

　
（
事
務
局
）

行
事
予
定

　「終活」という言葉をよ
く耳にしますが、「老活」と
いう言葉をご存知ですか。
「老活」とは、素晴らしい
老後が過ごせるための活
動で、ポイントが５つあ
るそうです。
①新しいことを学び、感
動すること。

②機嫌よく過ごすこと。
③もっと良くするために
はどうしたらよいか、
工夫すること。

④心と体が健康である
こと。

⑤いろいろな人と交流す
ること。

　こんなにたくさんでき
ないという人に、もう一
つ選択肢があります。
　それは「働く」というこ
とです。若い人のように
フルタイムは働けません
が、ほんの少しの時間、社
会とつながって、人の役
に立つことができるかも
しれません。働けば、周
りの人から感謝されるし、
体を動かすことで健康に
もつながります。人は感
謝されることで、最も幸
せを感じると言われてい
ます。
　幸せな老後へ一歩踏み
出してみませんか。

広報部会

集 記編 後

出
張
入
会
説
明
会（
不
定
期
）

令
和
6
年
度
定
時
総
会

コ
ラ
ム

　「
期
待
さ
れ
る
人
材
、

　
　
　
　    

シ
ル
バ
ー
世
代
」

　
習
志
野
市
は「
未
来
の
た
め
に
～
み
ん
な
が

や
さ
し
さ
で
つ
な
が
る
ま
ち
～
習
志
野
」を
目

指
す
べ
き
都
市
像
に
掲
げ
て
お
り
、や
さ
し
さ

で
支
え
合
う
あ
ら
ゆ
る
施
策
に
注
力
し
て
い

ま
す
。
一
昨
年
、
設
立
40
周
年
を
迎
え
た「
公

益
社
団
法
人
習
志
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
」（
以
下「
セ
ン
タ
ー
」）も
そ
の
一
翼
を
担

い
、会
員
約
８
５
０
人
が
地
域
社
会
や
事
業
会

社
な
ど
で
知
恵
や
知
識
を
活
か
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
の
今
日
、多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
き
め
細
か
な
す
き
間
を
う
め
る
経
験
を
伴

う
就
業
、い
わ
ゆ
る
担
い
手
不
足
を
埋
め
る
セ

ン
タ
ー
の
存
在
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、個
人

の
単
独
活
動
で
は
得
ら
れ
な
い
会
員
だ
か
ら

こ
そ
の
メ
リ
ッ
ト
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
は
、
小
遣
い
程
の
配
分
金（
業
務

報
酬
）に
加
え
、
認
知
症
発
祥
リ
ス
ク
の
抑
制

に
も
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。「
友
人
づ
く
り
と

交
流
」「
地
域
の
活
動
参
加
」「
就
労
」な
ど
が
そ

の
リ
ス
ク
を
46
％
減
ら
せ
る
と
い
う
調
査
か

ら
も
明
ら
か
で
す（
国
立
長
寿
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
・
愛
知
県
大
府
市
）。
社
会
的
に
孤
立
し

て
い
な
い
人
の
方
が
発
症
リ
ス
ク
が
低
い
と

言
え
ま
す
。
例
え
ば
、身
体
を
動
か
す
業
務
や

外
出
は
、
人
と
の
交
流
か
ら
挨
拶
機
会
が
増

え
、
身
な
り
を
整
え
る
な
ど
日
常
へ
の
刺
激

か
ら
心
身
に
い
い
影
響
が
表
れ
る
そ
う
で
す
。

中
に
は
、就
業
に
向
け
お
酒
を
ひ
か
え
る
と
い

う
人
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者（
概
ね
60
歳
以
上
）に

ふ
さ
わ
し
い
仕
事
を
企
業
・
家
庭
・
公
共
団
体

等
か
ら
引
き
受
け
、会
員
に
提
供
す
る
千
葉
県

知
事
許
可
の
公
益
法
人
で
す
。
会
員
の
要
件

は
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
で
、働
く
こ
と

で
地
域
社
会
の
一
員
と
な
り
公
共
の
福
祉
に

関
わ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
が
敬

わ
れ
社
会
の
人
材
の
宝
庫
と
な
る
た
め
に
も

個
々
人
の
自
律
が
大
事
で
す
。
健
や
か
な
健

康
寿
命
を
手
に
し
ま
し
ょ
う
。

令和6年3月31日（日）総務部会
主催の会員交流事業「お花見会」
が鷺沼城址公園で開催されまし
た。今年は例年に比べて桜の開
花が遅くまばらでしたが、夏日
とも思える暖かさで、会員、役職
員20名が交流されました。

お花見会


